
総勘定元帳について 

1. 総勘定元帳 

 メインメニューで総勘定元帳のボタンを押すと、次のような画面になります。 

例えば、3月の元帳を見たい場合は、次のようにしています。 

 
 次に最初に表示させたい科目を選びます。 

 

 

  



2. 元帳の出力画面 

計算が終わると、次のような画面になります。 

 

おもな機能ボタン 

 

集計期間の変更が出来ます。 

 

画面に表示する科目や補助科目を変更することが出来ま

す。 

 

印刷ボタンです。 

 

印刷した書類に張るインデックスの印刷です。 

 

画面の状態がエクセルに出力できます。 

 

仕訳入力の画面に入り、カーソル位置の仕訳の訂正が出来

ます。 

 

 

 

  



3. 印刷 

 印刷ボタンを押すと次のような画面になります。 

 現在表示されている元帳を印刷したい場合は、そのまま”印刷”ボタンを押してくだ

さい。 

 “両面印刷時科目改頁”にチェックをつけると、科目の先頭は常に奇数ページから印

刷されるようになります。 

 

 次のように範囲を指定して印刷することも出来ます。ただし、繰越金や仕訳がない科

目は印刷されません。 

  “範囲期間内に取引のない科目”で“印刷しない”を選択すると、繰越金があっても

仕訳の無い科目は印刷されません。 

 

  



4. インデックスの印刷 

 インデックスのボタンを押すと、次のような画面になります。 

 インデックスをフォーム用紙を用意して、条件を選んで実行してください。 

 例えば、借方科目の仕訳などに使用している科目のみを印刷したい場合は、次のよう

な設定になります。 

  
 

5. 仕訳の訂正 

 訂正したい仕訳にカーソルポインタを移動して、”伝票訂正”のボタンを押してくださ

い。 

 仕訳入力画面に入り、仕訳の訂正などが出来ます。 
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